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１． 橋梁長寿命化修繕計画の背景と目的 

 

1－1. 背   景 

 

青木村が管理する橋梁は、平成 29 年 2 月現在で 94 橋ある。内訳は中規模橋梁(橋長 15ｍ～50

ｍ) 14 橋、小規模橋梁(橋長 15ｍ以下) 74 橋、人道橋 6 橋、(内、木橋 1 橋)である。 

このうち、建設後 50 年以上を経過している橋梁は 23 橋で全体の約 24％であり、10 年後には約

48％、20 年後には約 73％となる(図-1.2)。 

これら橋梁の多くは 1968～1980 年の間に架設が比較的集中しており、今後、多くの高齢化した

橋梁が集中して架け替えの時期となることが予想される。そのため、架け替え時期には財政的負

担が増大し、適切な維持管理が困難になる恐れがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.1 各年の架設橋梁数 

図-1.2 高齢橋割合の推移 

橋梁の架設が集中 

現在 

【2017 年 1月末時点】 

現在 

【2027 年 1月末時点】 

現在 

【2037 年 1月末時点】 
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1－2. 目   的 

 

適切な維持管理を継続するためには、PDCA サイクル(Plan:維持管理計画、Do：修繕工事、

Check：効果の確認、Action:点検・診断)で管理することが重要である。 

長寿命化修繕計画では、PDCA サイクルを構築するために、事後保全型管理から予防保全

型管理への転換を目的として計画を行う。転換を行うことにより、橋梁の健全性を高く保

ち、維持管理コストの縮減・平準化が期待できる。 

また、定期的に点検を実施することにより、事故等につながる損傷を早期に発見、修繕

することができ、利用者の安全性・信頼性を確保できる。 

 

 

～事後保全型管理と予防保全型管理～ 

 

【事後保全型管理】 

橋梁に損傷が確認されてから修繕する方法。従来行われてきた方法。 

    損傷が確認された時、大きな損傷に至っている可能性があり、安全性が低い。損傷の程

度によっては、大規模修繕や架替といった高コストとなる可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【予防保全型管理】 

定期的に点検・診断を実施し、長寿命化計画で目指す方法。致命的な損傷が発現する前

に補修・補強を行うことによりコストを抑えられ、高い健全性を保つことが可能である。 
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2. 橋梁長寿命化修繕計画の対象橋梁 

 

 長寿命化修繕計画の対象とする橋梁数を示す。 

 

 橋梁数 対象 

全管理橋梁数 94 橋       

 うち計画の対象橋梁数 93 橋       

 

うち H29 年度 

計画策定橋梁数 

グループ A 19 橋      
橋長 15 m 以上または 

PC 桁橋 

グループ B 74 橋      
橋長 15 m 未満 

(PC 桁橋は除く) 

合   計 93 橋      
 

 

 

○ 橋梁長寿命化修繕計画の対象 

・ 長寿命化修繕計画では、人道橋・木橋・ボックスカルバートを含む、橋長 2.0m 以上の橋梁を対 

  象とする。 

・ 長寿命化修繕計画の検討においては、各橋梁の劣化程度に着目すると同時に、管理橋梁全体 

  の効率的な管理についても考慮する必要がある。青木村では、橋梁規模・構造に応じて、グル 

  －プ A,B の 2 つにグループ分けをして維持管理計画を行う。グループ A の方が、橋梁の重要度 

  は高い扱いとする。 

・ 荒井坂橋(台帳番号 14)は平成 29 年 3 月補修工事完了予定の為、長寿命化計画から外す。 
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3．健全度評価に関する方針 

橋梁長寿命化修繕計画を策定・実施するためには、点検を行い、各橋梁の健全度及び今後の

劣化進行程度を正確に把握し、状況に応じた対策を行うことが重要になる。 

3-1．点検の手法 

 

本計画では、日常的に実施される「通常点検」と 5 年に 1 回の「定期点検」により、橋梁

の状態（健全度）を把握し修繕計画に 反映させる。 

通常点検は路上からの遠望目視、定期点検は梯子や橋梁点検車等を用いた近接目視を基本

としている。また、定期点検では、必要に応じて触診や打音検査等の非破壊検査等を併用し

て行う。 

 

 

 

               （道路パトロール時に実施） 

 

 

             （5 年に 1回の頻度で定期的に実施） （詳細調査が必要と判断された場合に実施） 

 

 

             （大雨や地震等の異常時パトロールにて実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁点検 通常点検 

定期点検 

異常時点検 

詳細点検 

図-3.1.1 橋梁点検の体系 

① ② 

③ 
写真①：梯子による近接目視点検・打音検査

状況 

写真②：ボルトの取付確認状況 

写真③：クラックスケールによるひびわれ幅 

    計測状況 
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舗装

高欄・防護柵

地覆

床版 地覆

縁石排水装置

伸縮装置（ジョイント）

橋台・橋脚

支承部

主桁・縦桁

横桁

横構

落橋防止装置

対傾構

基礎

3-2．健全度の把握 

 

青木村では、長野県道路橋定期点検要領(平成 27 年 6 月)により定期点検を実施した。 

健全度評価は、下図に示す橋梁の部材毎に実施し、部材の中で最も厳しい評価を橋梁全

体の健全度として採用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.2.1 上部工構造 

図-3.2.2 下部工構造 
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健全度評価は長野県道路橋定期点検要領に準拠し、4 段階で評価する。 

 

表-3.2.1 健全性の判定区分 

区  分 状   態 

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態。 

Ⅱ 予防保全段階 
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置

を講ずることが望ましい状態。 

Ⅲ 早期措置段階 
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべ

き状態。 

Ⅳ 緊急措置段階 
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高

く、緊急に措置を講ずべき状態。 

 

健全度例 （主桁ひびわれの場合） 

健全度 Ⅰ 健全度 Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・損傷なし 

・近接目視での視認も困難な程の微細なひびわ 

 れ 

 

・近接目視で容易に視認できるひびわれがあるも

のの、進展する可能性が低い 

・雨水の浸入による内部鋼材の腐食に至る可能性

が低い 

健全度 Ⅲ 健全度 Ⅳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・多数のひびわれ、剥離・鉄筋露出が生じてい

る 

・内部鋼材の腐食が広範囲で進行している 

・多数のひびわれ、剥離・鉄筋露出、剥落が生じ

ている 

・各所で内部鋼材の破断が生じている 

（長野県道路橋定期点検要領より抜粋） 
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4．長寿命化修繕計画の策定手順 

 

長寿命化修繕計画を策定するための手順は図-4.1 の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～橋梁 DB 導入効果～ 

・点検、修繕履歴の蓄積、分析が可能 

・必要な情報の検索、取得が容易 

・データの引継ぎが容易 

・より最適な維持管理計画の見直しが可能 

・PDCA サイクルの構築に有用  等 

 

 

 

点検全体計画 ・既存資料整理による現状把握 

・現地踏査による通行規制や橋梁点検車等使用の要否 

点 検 ・近接目視点検 

・必要に応じて打音・触診等の非破壊検査を実施する 

 

（詳細調査） 

点検、調査結果の記録・整理 ・損傷図の作成や写真整理等 

健全度評価 

・損傷原因が明確に特定できず、健全度の判定が困難

な場合、専用機器を用いて実施する 

対策区分の検討 

対策工法の選定 

対策優先橋梁順位の設定

予算制約による平準化の実施 

対策実施 

対策の記録・整理 

健全性の再診断 

・要領に準拠し、4段階で評価する 

橋梁 DB 

システム 

管理 

図-4.1 長寿命化修繕計画の策定手順 

 ・損傷程度に応じて、経過観察/補修/補強/ 

更新(架け替え)に区分する 

・橋梁の健全度や重要度等から点数制で 

設定する 

 

 ・年間予算を制約し平準化することで、

 実現性の高い計画案を検討 

・対策区分より工法を絞り込み、最適な工法を 

 選定する 
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5．長寿命化修繕計画の修繕方針 

 

5-1．長寿命化の修繕方針 

 

長寿命化修繕計画の修繕方針を示す。 

 

    ① 交通量から、活荷重の影響が少ないレベルにあると推定されるため、現在発生して

いる損傷箇所を補修することで橋の安全性は一定水準まで回復し、長寿命化が図れ

る。  

    ② 劣化原因は、中性化・塩害・凍害・施工不良等、多種多様にあるため、劣化原因を

特定し、修繕計画を策定する。 

    ③ 対象橋梁については、それぞれの橋の健全度・路線重要度・孤立集落の有無に応じ

て優先順位を付ける。予算配分の平準化にも配慮し、修繕工事を計画する。     

    ④ 5m 程度以下の小規模橋梁において、損傷が著しく大規模修繕になる場合は、ボック

スカルバートへの構造変更を検討する。ボックスカルバートは橋梁形式と比較して

支承部や伸縮装置等の弱点箇所がないことから、損傷の進行を抑制でき、修繕コス

ト削減が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ PC 構造は、劣化が進行した場合修繕が困難となることがあるため、優先的に修繕を

実施し、損傷が生じないように予防的処置を図る。 

修繕が困難な主な理由は以下の 2点である。 

  ・内部の PC 鋼材が錆びても交換ができない。 

  ・鋼材が一度露出した箇所からはプレストレス力が抜けてしまう。一度抜けたプレ 

ストレス力はある程度回復可能だが、完全に元の状態に戻すことはできない。 

 

 

 

 

 

 

 
【例】凍害による PC 鋼材露出状況 

このような状態になってしまった場合、 

完全に元の状態に戻すことは困難。 

BOX カルバートへ 

構造変更 
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表層（密粒度As混合物)

基層（密粒度As混合物)

床版防水層

床版

導水パイプ

目地材

5-2．損傷事例及び修繕方法 

 

青木村の橋梁で見られた主な損傷と修繕方法を示す。 

 

損傷 ： 鋼材腐食 修繕方法(補修) ： 塗替え塗装 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（台帳番号 12 上木戸橋）

 

 

損傷 ： 舗装ひびわれ 修繕方法(補修) ： 舗装更新+橋面防水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（台帳番号 57 向山２号橋）

 

 

上面状況：ひびわれ発生 

下面状況：ひびわれからの水分浸透 

塗装工程

素地調整

種 類

３種(発錆部分除去)

塗替え塗装の例

下塗り 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料

〃 〃

中塗り 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料

上塗り 〃

・床版防水層により床版への水分浸入を防ぐ 

・導水パイプにより床版上面の水分を橋梁外 

 へ排水する 
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シール材

注入器具

ひびわれ

鉄筋

コテ

損傷 ： ひびわれ幅 1mm 未満のひびわれ 修繕方法(補修) ： ひびわれ注入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（台帳番号 27 上中村橋）

 

 

損傷 ： ひびわれ幅 1mm 以上や遊離石灰を 

伴うひびわれ 
修繕方法(補修) ： ひびわれ充填 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（台帳番号 12 上木戸橋）

 

 

損傷 ： 剥離・鉄筋露出 修繕方法(補修) ： 断面修復（左官） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（台帳番号 79 滝山１号橋）

 

 

 

 

 

ひびわれ

充填材

・鉄筋露出箇所は防錆処置する 

・ひびわれ部をカットして充填する 
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損傷 ： 伸縮装置未設置による遊間の異常 修繕方法(補強) ： 伸縮装置新規設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（台帳番号 57 五反田橋）

 

 

 

 

  

 

損傷 ： 耐荷力不足 修繕方法(更新) ： ボックスカルバートへ構造変更

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（台帳番号 52 炭鉱３号橋）

 

 

 

 

上面状況：遊間部の舗装ひびわれ 

下面状況：遊間部からの漏水により 

      Co に悪影響を及ぼしている

耐荷力不足の為、桁下に足場を設置して 

支えている 

伸縮装置設置 
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5-3．修繕の優先順位 

 

グループ毎の健全性の割合は図-5.3.1 の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 グラフ割合から、グループ B（小規模橋梁）にも判定区分Ⅲに該当する橋梁が存在するため、

重要度の高いグループ A を優先して修繕しつつ、グループ B の修繕を要する橋梁を適宜修繕し

ていく方針とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ A：橋長 15ｍ以上または PC 桁橋 

グループ B：橋長 15ｍ未満(PC 桁橋は除く) 

図-5.3.1 グループ毎の健全性の割合 
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6．長寿命化修繕計画の維持管理方針 

 

長寿命化修繕計画の維持管理は「予防保全型管理」を基本として計画する。具体的な維持管

理方針のイメージは図-6.1 の通りである。 

 

＜予防保全＞ 

① 健全度Ⅲに到達する前に予防保全を実施 

② 点検結果が健全度Ⅲの場合、評価開始年から早期に修繕を実施 

③ 点検結果が健全度Ⅳの場合、評価開始年から緊急対策を実施 

 

緊急対策

 評価 
開始年

 評価 
終了年

供用年数

早期に修繕

点検結果:Ⅳ健全度Ⅳ

健全度Ⅲ

健全度Ⅱ

健全度Ⅰ

健全度

予防保全

 健全度Ⅲになる前

維持管理目標ライン
（Ⅲにしない）予防保全

①劣化予測

②劣化予測

③劣化予測

凡 例

点検結果:Ⅲ

 

 

 

  

 予防保全型管理は、事後保全型管理の 1.5～2 倍程度の延命化を目標としている。 

 また、損傷の程度によっては、予防保全型管理よりも更新(架け替え)を行う方が、費用対効

果が高い場合もある。損傷程度を適切に判断し比較検討を行い、橋梁毎に対応していくことが

必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.1 維持管理方針のイメージ 
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3
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計
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に
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。
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・
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損
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。
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台
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選
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根
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写
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縮
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損

し
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る
。
今

後
、
破

損
箇

所
か

ら
の

水
分

浸
入

に
よ
り
、
下

部
構

造
が

劣
化

す
る
可

能
性

が
あ
る
。
伸

縮
装

置
を
更

新
す
る
必

要
が

あ
る
。

遊
間

部
周

辺
の

舗
装

に
ひ
び
わ

れ
が

生
じ
て
い
る
。
今

後
、
損

傷
箇

所
か

ら
の

水
分

浸
入

に
よ
り
、
下

部
構

造
が

劣
化

す
る
可

能
性

が
あ
る
。
伸

縮
装

置
を
設

置
す
る
必

要
が

あ
る
。

張
出

し
床

版
の

下
面

に
ひ
び
わ

れ
が

生
じ
て
い
る
。
今

後
、
ひ

び
わ

れ
箇

所
か

ら
の

水
分

浸
入

に
よ
り
、
内

部
が

劣
化

す
る
可

能
性

が
あ
る
。
ひ
び
わ

れ
を
補

修
す
る
必

要
が

あ
る
。

1
0
位

殿
戸
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1
1
位
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反

田
橋

1
2
位

山
岸
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位

夫
神

橋
9
位

上
木
戸
橋

炭
鉱
3
号
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地
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破
損
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ガ
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。
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。
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。
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。
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。
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。
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。
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判
定

主
桁

床
版

下
部

支
承

そ
の
他

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 優先順位
補修
事業費

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 設計 工事

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ 工事

Ⅱ Ⅱ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 工事

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅲ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅲ 設計 工事

舗装ひび

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ 設計 工事

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅲ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅲ 工事

破損

Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 工事

Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 設計 工事

※判定区分　　Ⅰ：健全　Ⅱ：予防保全段階　Ⅲ：早期措置段階　Ⅳ：緊急措置段階
※83浦田橋、87宮沢橋の損傷範囲は軽微なため、詳細設計は不要とした。

2001 16

11 4.6

舗装更新、床版補修 15 14.2

舗装更新、地覆補修

94 H-11-1　山岸橋 山岸線その他 青木村 43.0

1982 35

90 L-6-1　宮渕橋 女神線その他 青木村 13.0 2002 15

87 K-6-4　宮沢橋 下奈沓掛温泉線その他 青木村 18.9

2

83 M-4-1　浦田橋 恋渡線その他 青木村 6.4 1974 43

架設
年度

供用
年数

道路
種別

補 修 対 応（単位　百万円；諸経費含む）

77 E-6-1　西立谷橋 西立谷線その他 青木村 18.9

補修内容

最新
点検
年次

※　判　定　区　分 対策の内容・時期

対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替時期　（グループＡ：橋長15m以上、PC桁橋）

橋梁
番号

橋 梁 名 路 線 名 市町村名
橋長
(m)

16 -

2

11 0.3

地覆補修

-

0.5

舗装補修

16 -

舗装・擦付舗装更新、地覆補修 7 4.1

-H28

1990

17.8 1996 21

青木村 27

青木村

39

15.2 1969

7 H-10-1　殿戸橋 1級

2級

浦野青木線 9.4

殿戸下奈線 青木村 29.7

74 F-6-2　下木戸橋 下木戸線その他

2015

5 F-10-4 大橋 1級

12 E-6-2　上木戸橋

H28

H28

H28

H28

H28

H28

1984 33 H28 舗装・擦付舗装・伸縮装置更新 7 11.5

8 J-7-1　一ノ口橋 1級 殿戸下奈線 青木村 18.0 1978 H28 主桁・横桁・支承補修、水切り設置 11 5.3

入田沢線 青木村 15.5 1974 43 H28
擦付舗装更新、高欄・主桁・枝桁・横桁・支承・橋台・
添架物固定部補修

3 6.7

15 F-6-1　参宮橋 2級 木立（立谷）線 青木村 48 H28
舗装更新、排水施設設置、伸縮装置・高欄・主桁・
橋台補修

4 7.4

18 H-7-5　中道橋 2級 中道線 青木村 28.9
舗装更新、排水管・高欄・主桁・横桁、支承、
添架物固定部補修・水切り設置

舗装更新、主桁補修

1972 45 H28

24.4 1997 20

6 12.2

20 H-8-4　夫神橋 2級 夫神線 青木村 H28 7 5.9

21 H-9-4　細谷橋 その他 細谷線 青木村 34.0 2003 14 H28 - 16 -

57 H-5-2　向山2号橋 その他 湯の入南線 青木村 7.5 1967 50 H28 舗装更新、伸縮装置・地覆・床版補修 1 5.0

65 H-7-3　前沖橋 その他 福祉会館1号線 青木村 7.5 舗装・擦付舗装更新、橋台・付属物補修1995 22 H28 3.8

66 H-8-2　落合橋 その他 落合一ノ口線 青木村 21.1 1976 41 H28

11

舗装更新、地覆・添架物固定部補修 7 6.7

67 H-9-3　五反田橋 その他 青木洞沢線 青木村 37.6

16.4 1967 -

舗装更新、伸縮継手非排水化、高欄・地覆・橋脚・
添架物固定部補修

1975 42 H28

H2873 G-7-2　洞橋 その他 国道洞1号線 青木村

4

50

全
橋
点
検

全
橋
点
検

16 -

11.7

設計

設計

工事

16



判
定

主
桁

床
版

下
部

支
承

そ
の
他

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 優先順位
補修
事業費

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅱ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅱ Ⅱ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ

Ⅲ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅲ 工事

高欄変形

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ - Ⅰ Ⅰ - Ⅰ

Ⅱ Ⅱ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅱ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅱ

Ⅱ - Ⅰ Ⅰ - Ⅱ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ - Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅱ

Ⅱ - Ⅰ Ⅰ - Ⅱ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅱ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅱ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅱ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅱ

Ⅱ Ⅱ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅱ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅱ

Ⅱ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅱ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

※判定区分　　Ⅰ：健全　Ⅱ：予防保全段階　Ⅲ：早期措置段階　Ⅳ：緊急措置段階
※9大法寺橋の損傷範囲は軽微なため、詳細設計は不要とした。

舗装更新、主桁・添架物固定部補修 13 5.2

擦付舗装更新 19 3.7

6.4

0.5

添架物固定部補修 35 3.1

35 3.1

E-10-1 おりと橋 当郷室賀線

D-9-4 岩鼻橋 当郷室賀線

C-9-1 上管社橋 当郷室賀線

13

16

10

11

6.0

6.7

F-10-3　大庭橋 大庭線 8.7

1級 青木村2 1988

10.6 1990

7.3 1974

1級 青木村

1級

9

3

4

6 G-9-1 古宮橋 1995

F-10-5　大法寺橋 大法寺線 2.5 19702級 青木村

1級 青木村浦野青木線

19902級 青木村

F-8-1　大谷橋 中洞線 2.3 20122級 青木村

D-4-2　弘法橋 入田沢線 14.3 19722級 青木村

H-7-K　塩野橋 中挟線 12.5 19912級 青木村

29 H28

27 H28

43 H28青木村

47 H28

H28

27 H28

22

5 H28

45 H28

26 H28

舗装更新 19 3.5

舗装更新 35 3.7

3.4

舗装・擦付舗装更新、主桁・橋台補修、水切り設置

擦付舗装更新、添架物固定部補修 35

高欄・擦付舗装更新、地覆補修 2

舗装補修

9

舗装・擦付舗装更新 35 3.9F-11-2 当郷橋 1級 当郷室賀線 青木村 9.0 H2820

対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替時期　（グループB：橋長15m未満（PC桁橋は除く））

橋梁
番号

橋 梁 名 路 線 名 市町村名
橋長
(m)

架設
年度

供用
年数

1

1963 54 H28

道路
種別

補 修 対 応（単位　百万円；諸経費含む）

補修内容

最新
点検
年次

※　判　定　区　分 対策の内容・時期

1997

32 E-9-3　塩之入池橋 その他 塩之入峠線 青木村 6.7 高欄更新、地覆・主桁補修 13 5.9

33 E-10-5　飯綱橋 その他 東寺村1号線 青木村 3.9 1972 45 H28 - 35 -

34 E-10-3　塩之入下橋 その他 大庭塩之入線 青木村 3.9 1978 39 H28 高欄・擦付舗装更新 27 3.3

35 F-10-1　大庭2号橋 その他 大庭1号線 青木村 8.9 1982 35 H28 擦付舗装更新、高欄補修 27 3.3

36 F-10-2　大庭1号橋 その他 大庭1号線 青木村 9.7 1982 35 H28 添架物固定部補修 35 3.2

37 F-11-1　掛田2号橋 その他 当郷国道2号線 青木村 9.0 1997 20 H28 - 35 -

26 D-9-2　下八幡橋 その他 横手2号線 青木村 8.4 1987 30 H28 - 27 -

27 D-9-5　上中村橋 その他 上中村管社線 青木村 9.3 1987 30 H28 舗装更新、本体補修 27 3.8

28 D-9-6　中原2号橋 その他 沢袋1号線 青木村 7.6 1985 32 H28 - 19 -

29 D-9-7　中原1号橋 その他 沢袋2号線 青木村 7.2 1993 24 H28 - 19 -

30 E-9-2　下中村橋 その他 下中村線 青木村 7.6 1990 27 H28 - 35 -

31 E-10-2　塩之入橋 その他 塩之入線 青木村 8.6 1984 33 H28 擦付舗装更新、舗装補修 27 3.3

17 K-7-1　宮沢上橋 2級 宮沢線 青木村 5.3 1972 45 H28 舗装更新、地覆補修 13 3.7

19 H-7-6　四谷下橋 2級 中道線 青木村 2.2 1963 54 H28 - 35 -

22 D-9-3　岩鼻上橋 その他 岩鼻上管社橋線 青木村 10.6 1996 21 H28 舗装更新 35 3.8

23 C-8-2　上管社2号橋 その他 管社山の神線 青木村 3.7 1970 47 H28 主桁・橋台補修 35 3.3

24 C-8-1　管社山の神橋 その他 管社山の神線 青木村 7.6 1988 29 H28 - 35 -

25 D-9-1　八幡橋 その他 八幡線 青木村 8.0 1978 39 H28 擦付舗装・高欄更新 35 3.4

全
橋
点
検

全
橋
点
検
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H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 優先順位
補修
事業費

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅱ Ⅱ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ - Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅱ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ - Ⅰ Ⅰ - Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅱ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅱ

Ⅲ Ⅰ - Ⅰ - Ⅲ 設計 工事

耐力不足

Ⅱ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅱ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅱ - Ⅱ Ⅰ - Ⅰ

Ⅰ - - Ⅰ - Ⅰ

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ - Ⅱ

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ - Ⅰ

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ - Ⅰ

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ - Ⅱ

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ - Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替時期　（グループB：橋長15m未満（PC桁橋は除く））

橋梁
番号

橋 梁 名
道路
種別

路 線 名 市町村名
橋長
(m)

架設
年度

供用
年数

最新
点検
年次

※　判　定　区　分 対策の内容・時期 補 修 対 応（単位　百万円；諸経費含む）

補修内容

38 G-11-1　掛田1号橋 その他 当郷国道6号線 青木村 2.0 1973 44 H28 舗装補修 35 3.1

39 G-9-2　久保橋 その他 久保芳ヶ沢線 青木村 3.4 1967 50 H28 地覆・主桁・橋台補修 13 3.9

40 G-8-2　薄ヶ尾下橋 その他 久保芳ヶ沢線 青木村 4.7 1960 57 H28 擦付舗装更新、高欄補修 35 3.7

41 F-8-2　中ノ沢2号橋 その他 生地中洞線 青木村 3.4 1970 47 H28 高欄更新 35 3.2

42 G-9-7　会吉4号橋 その他 白山道1号線 青木村 9.5 1965 52 H28 主桁・床版補修 12 3.3

43 H-9-6　村松橋 その他 村松国道南2号線 青木村 6.8 2003 14 H28 - 27 -

44 G-9-14　柿の木下橋 その他 村松国道南3号線 青木村 2.7 1977 40 H28 擦付舗装更新 35 3.2

45 H-9-2　大沖下橋 その他 村松国道南7号線 青木村 5.8 1970 47 H28 舗装更新 35 3.3

46 G-9-12　東沢橋 その他 久保4号線 青木村 3.5 1968 49 H28 舗装・高欄補修 35 3.1

47 G-9-8　会吉3号橋 その他 久保4号線 青木村 2.6 1958 59 H28 舗装更新、地覆補修 35 3.3

48 D-4-3　反田橋 その他 反田線 青木村 10.4 2012 5 H28 高欄補修 35 3.2

49 D-3-2　由畑橋 その他 炭鉱線 青木村 3.2 2002 15 H28 本体・底版補修 35 3.7

50 D-3-1　炭鉱1号橋 その他 炭鉱線 青木村 4.1 1967 50 H28 橋台補修 35 3.5

51 C-3-2　炭鉱2号橋 その他 炭鉱線 青木村 6.9 1978 39 H28 擦付舗装更新、地覆補修 19 3.2

52 C-3-1　炭鉱3号橋 その他 炭鉱線 青木村 4.8 1986 31 H28 BOXカルバートへ構造変更 4 11.3

53 D-3-3　奈良尾橋 その他 奈良尾線 青木村 9.0 1999 18 H28 舗装・擦付舗装更新 27 3.8

54 H-5-1　沢井橋 その他 湯の入線 青木村 13.4 1982 35 H28 舗装・高欄・橋台補修 35 3.8

55 H-4-2　かやじり1号橋 その他 湯の入線 青木村 3.0 1973 44 H28 本体補修 19 3.7

56 H-4-1　かやじり2号橋 その他 湯の入線 青木村 6.1 1973 44 H28 - 35 -

58 H-6-1　向山1号橋 その他 湯本地区内2号線 青木村 6.0 1960 57 H28 高欄・主桁・床版・橋台補修 4 5.2

59 H-6-3　湯本橋 その他 湯本地区内3号線 青木村 5.6 1960 57 H28 高欄・主桁・横桁・床版 4 3.6

60 H-6-2　勝負沢橋 その他 湯本地区内4号線 青木村 6.1 1960 57 H28 主桁・横桁・床版補修 4 3.6

61 G-6-1　林口橋 その他 中之組地区内2号線 青木村 5.9 1970 47 H28 - 35 -

62 H-7-1　上塩野橋 その他 中挟地区内1号線 青木村 6.1 1965 52 H28 橋面・地覆・主桁・床版補修 35 3.7

63 G-7-4　湯川橋 その他 中挟地区内3号線 青木村 6.1 1963 54 H28 擦付舗装更新、橋面・高欄・地覆・主桁・床版補修 4 4.0

64 G-7-3　西光寺橋 その他 中挟地区内4号線 青木村 6.1 1963 54 H28 主桁・床版補修 9 3.6

68 H-9-1　柿の木橋 その他 格納庫線 青木村 4.7 高欄更新1968 49 H28 3.235

69 G-9-6　大沖中橋 その他 小山下1号線 青木村 3.6 1985 高欄更新、地覆補修H28 3.2

※判定区分　　Ⅰ：健全　Ⅱ：予防保全段階　Ⅲ：早期措置段階　Ⅳ：緊急措置段階

3532

全
橋
点
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全
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点
検

18



判
定

主
桁

床
版

下
部

支
承

そ
の
他

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 優先順位
補修
事業費

Ⅱ Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅱ

Ⅲ Ⅲ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ 設計+工事

主桁ひび

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ - Ⅰ

Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ - Ⅰ

Ⅲ Ⅲ - Ⅰ Ⅰ Ⅱ 設計 工事

剥離

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅱ Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅱ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ - Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ - Ⅱ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ - Ⅰ

Ⅰ Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ

対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替時期　（グループB：橋長15m未満（PC桁橋は除く））

橋梁
番号

橋 梁 名
道路
種別

路 線 名 市町村名
橋長
(m)

架設
年度

供用
年数

最新
点検
年次

※　判　定　区　分 対策の内容・時期 補 修 対 応（単位　百万円；諸経費含む）

補修内容

70 G-9-4　大沖橋 その他 旧松本街道線 青木村 3.7 1982 35 H28 擦付舗装更新、高欄・橋台補修 19 4.0

71 G-9-10　会吉1号橋 その他 旧松本街道線 青木村 4.3 1957 60 H28 舗装・高欄更新、床版打替、地覆・橋台補修 2 5.3

72 G-9-11　東沢下橋 その他 旧松本街道線 青木村 2.5 1957 60 H28 - 35 -

75 F-6-4　鳥居上橋 その他 木戸中社3号線 青木村 2.4 2015 2 H28 床版補修 27 3.1

76 D-5-1　川久保橋 その他 旧国道川久保線 青木村 8.6 1962 55 H28 舗装・擦付舗装更新、高欄・床版・親柱補修 9 5.7

78 K-6-1　河原町橋 その他 河原町線 青木村 8.8 1967 50 H28 - 35 -

79 J-5-1　滝山1号橋 その他 滝山線 青木村 10.1 1977 40 H28 舗装・擦付舗装更新、高欄・主桁補修 1 10.8

80 J-4-2　滝山2号橋 その他 滝山線 青木村 11.9 1982 35 H28 高欄補修 35 3.2

81 J-4-1　滝山3号橋 その他 滝山線 青木村 5.1 1981 36 H28 - 35 -

82 K-6-2　大門橋 その他 大門線 青木村 8.1 1978 39 H28 高欄・地覆・伸縮装置・主桁・橋台補修 19 4.0

84 M-4-2　向沖橋 その他 市之沢琴山線 青木村 10.0 1978 39 H28 舗装・高欄更新、地覆補修 35 3.7

85 N-5-1　琴山橋 その他 市之沢琴山線 青木村 6.5 1972 45 H28 舗装更新 35 3.4

86 K-6-3　滝川橋 その他 一ノ口線 青木村 6.1 1972 45 H28 高欄・地覆補修 35 3.5

88 K-6-5　宮沢下橋 その他 下奈沓掛温泉線 青木村 2.6 1967 50 H28 - 35 -

89 L-6-3　フルトン橋 その他 旧湯道線 青木村 7.8 1958 59 H28 橋面・地覆・主桁・床版補修 13 4.1

91 L-6-2　本村下橋 その他 本村火ノ見下線 青木村 3.0 1963 54 H28 舗装更新・高欄補修 13 3.2

92 M-6-1　本村上橋 その他 本村琴山線 青木村 2.8 1967 50 H28 主桁・縦桁・横桁・床版補修 35 3.2

93 N-5-2　青木の森1号橋 その他 青木の森34号線 青木村 3.0 1970 47 主桁補修 35 3.3H28

※判定区分　　Ⅰ：健全　Ⅱ：予防保全段階　Ⅲ：早期措置段階　Ⅳ：緊急措置段階

全
橋
点
検

全
橋
点
検
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8. 橋梁長寿命化修繕計画による効果 

 

○ コスト縮減効果 

 予防保全型管理は事後保全型管理(架け替え型)と比べて、今後 30 年間で約 14.5 億円→約 2.7 億円

（▲11.8 億円）となり、約 80％のコスト縮減効果が期待される。 
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9. 今後の展望 

 

・今後は継続的に点検を行い、適切な対策を実施することで橋梁の安全性が高く保たれ、安心・安全な 

  社会の構築に寄与できる。 

・観光地に隣接する橋梁については、今後、色やデザイン等の景観面での配慮も行っていくことで、

観光地としてのＰＲ効果が向上し、青木村の発展につながる。 

 

 

10. 計画策定部署及び意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

 

○ 計画担当部署 

 長野県 青木村 建設産業課 建設係  TEL 0268-49-0111 

 

○ 意見を聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

 信州大学 工学部土木工学科 工学博士 大上 俊之 教授 

 長野工業高等専門学校   工学修士 永藤 壽宮 教授 

 

 

この計画は、信州大学 工学部土木工学科 工学博士 大上 俊之 教授，長野工業高等専門学校   

工学修士 永藤 壽宮 教授のご意見を伺って、とりまとめを行っています。 
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